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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】
　 集 積 回 路 （ １ ０ ４ ） の 検 査 方 法 で あ っ て ：
　 半 導 体 素 子 基 板 （ １ ０ ０ ） 上 に 半 導 体 回 路 （ １ ０ ４ ） を 形 成 す る 段 階

；
　 前 互 接 続 部 （ ７ １ ８ ） の 最 上 位 の 上 に

導 電 層 を 形 成 す る 段 階 ；
　 前 記 導 電 層 を パ タ ー ニ ン グ し て 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ） を 形 成 す る 段 階 で あ っ て 、 第 １ 導
電 性 部 材 （ １ １ ０ ａ ， １ １ ０ ｂ ， １ １ ０ ｃ ， １ １ ０ ｄ ） が 第 １ 集 積 回 路 （ １ ０ ４ ａ ） 上 に
お い て 第 １ 電 気 コ ン タ ク ト 部 （ １ １ ２ ａ ， １ １ ２ ｂ ， １ １ ２ ｃ ， １ １ ２ ｄ ） に 電 気 的 に 結
合 し 、 前 記 第 １ 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ａ ， １ １ ０ ｂ ， １ １ ０ ｃ ， １ １ ０ ｄ ） が 、 第 １ 導 電 性
リ ー ド 部 （ １ １ ３ ） お よ び 第 １ ヒ ュ ー ズ 部 （ １ ０ ６ ） を 含 み 、 前 記 第 １ ヒ ュ ー ズ 部 （ １ ０
６ ） が 前 記 第 １ 導 電 性 リ ー ド 部 （ １ １ ３ ） と 前 記 第 １ 電 気 コ ン タ ク ト 部 （ １ １ ２ ａ ， １ １
２ ｂ ， １ １ ２ ｃ ， １ １ ２ ｄ ） と の 間 に 位 置 す る よ う に 、 前 記 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ） を 形 成
す る 段 階 ；

記 第 １ 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ａ ， １ １ ０ ｂ ， １ １ ０ ｃ ， １ １ ０ ｄ ） を 介 し て 、 前 記 第 １
電 気 コ ン タ ク ト 部 （ １ １ ２ ａ ， １ １ ２ ｂ ， １ １ ２ ｃ ， １ １ ２ ｄ ） に 電 圧 を 印 加 す る 段 階 で
あ っ て 、 前 記 第 １ ヒ ュ ー ズ 部 （ １ ０ ６ ） を 通 過 す る 電 流 量 が 所 定 の ス レ シ ホ ル ド を 超 過 す
る 場 合 、 前 記 第 １ 導 電 性 リ ー ド 部 （ １ １ ３ ） と 前 記 第 １ 電 気 コ ン タ ク ト 部 （ １ １ ２ ａ ， １
１ ２ ｂ ， １ １ ２ ｃ ， １ １ ２ ｄ ） と の 間 に 電 気 的 開 放 を 形 成 す る よ う に 、 前 記 第 １ ヒ ュ ー ズ
部 （ １ ０ ６ ） を 構 成 す る 、 段 階 ； お よ び
　 前 記 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ） の 少 な く と も 一 部 を 除 去 す る 段 階 ；
か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 集 積 回 路 （ １ ０ ４ ） の 検 査 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】

で あ っ て 、 前 記 半
導 体 回 路 は 相 互 接 続 部 （ ７ １ ８ ） の 最 上 位 を 含 む 、 段 階

記 相 ポ リ イ ミ ド 層 を 形 成 す る 段 階 ；
　 前 記 ポ リ イ ミ ド 層 の 上 に

　 前



　 集 積 回 路 （ １ ０ ４ ） の 検 査 方 法 で あ っ て ：
　 半 導 体 素 子 基 板 上 の 相 互 接 続 部 （ ７ １ ８ ） の 最 上 位 を 含 む 集 積 回 路 （ １ ０ ４ ） を 形 成 す
る 段 階 ；
　 前 記 相 互 接 続 （ ７ １ ８ ） の 最 上 位 の 上 に ポ リ イ ミ ド 層 （ ７ ２ ４ ） を 形 成 す る 段 階 ；
　 銅 ， ア ル ミ ニ ウ ム ， お よ び 錫 か ら 成 る グ ル ー プ か ら 選 択 し た 導 電 層 を 、 前 記 集 積 回 路 （
１ ０ ４ ） 上 の 前 記 相 互 接 続 （ ７ １ ８ ） の 最 上 位 の 上 に 形 成 す る 段 階 ；
　 前 記 導 電 層 を パ タ ー ニ ン グ し て 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ） を 形 成 す る 段 階 で あ っ て 、 第 １ 導
電 性 部 材 （ １ １ ０ ａ ， １ １ ０ ｂ ， １ １ ０ ｃ ， １ １ ０ ｄ ） が 第 １ 集 積 回 路 （ １ ０ ４ ａ ） 上 に
お い て 第 １ 電 気 コ ン タ ク ト 部 （ １ １ ２ ａ ， １ １ ２ ｂ ， １ １ ２ ｃ ， １ １ ２ ｄ ） に 電 気 的 に 結
合 し 、 前 記 第 １ 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ａ ， １ １ ０ ｂ ， １ １ ０ ｃ ， １ １ ０ ｄ ） が 、 第 １ 導 電 性
リ ー ド 部 （ １ １ ３ ） お よ び 第 １ ヒ ュ ー ズ 部 （ １ ０ ６ ） を 含 み 、 前 記 第 １ ヒ ュ ー ズ 部 （ １ ０
６ ） が 前 記 第 １ 導 電 性 リ ー ド 部 （ １ １ ３ ） と 前 記 第 １ 電 気 コ ン タ ク ト 部 （ １ １ ２ ａ ， １ １
２ ｂ ， １ １ ２ ｃ ， １ １ ２ ｄ ） と の 間 に 位 置 し 、 前 記 第 １ ヒ ュ ー ズ 部 （ １ ０ ６ ） を 更 に 第 １
蛇 行 形 状 ヒ ュ ー ズ 部 （ ３ ０ ０ ） と し て 特 徴 付 け る よ う に 、 前 記 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ） を 形
成 す る 段 階 ；

記 第 １ 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ａ ， １ １ ０ ｂ ， １ １ ０ ｃ ， １ １ ０ ｄ ） を 介 し て 、 前 記 第 １
電 気 コ ン タ ク ト 部 （ １ １ ２ ａ ， １ １ ２ ｂ ， １ １ ２ ｃ ， １ １ ２ ｄ ） に 電 圧 を 印 加 す る 段 階 で
あ っ て 、 前 記 第 １ ヒ ュ ー ズ 部 （ １ ０ ６ ） を 通 過 す る 電 流 量 が 所 定 の ス レ シ ホ ル ド を 超 過 す
る 場 合 、 前 記 第 １ 導 電 性 リ ー ド 部 （ １ １ ３ ） と 前 記 第 １ 電 気 コ ン タ ク ト 部 （ １ １ ２ ａ ， １
１ ２ ｂ ， １ １ ２ ｃ ， １ １ ２ ｄ ） と の 間 に 電 気 的 開 放 を 形 成 す る よ う に 、 前 記 第 １ ヒ ュ ー ズ
部 （ １ ０ ６ ） を 構 成 す る 、 段 階 ； お よ び
　 前 記 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ） の 少 な く と も 一 部 を 除 去 す る 段 階 ；
か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 集 積 回 路 （ １ ０ ４ ） の 検 査 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】
　 集 積 回 路 （ １ ０ ４ ） の 検 査 方 法 で あ っ て ：
　 半 導 体 素 子 基 板 （ １ ０ ０ ） 上 に 半 導 体 回 路 （ １ ０ ４ ） を 形 成 す る 段 階 ；
　 前 記 集 積 回 路 （ １ ０ ４ ） 上 に お い て 、 相 互 接 続 部 （ ７ １ ８ ） の 最 上 位 の 上 に 導 電 層 を 形
成 す る 段 階 ；
　 前 記 導 電 層 を パ タ ー ニ ン グ し て 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ） を 形 成 す る 段 階 で あ っ て ：
　 第 １ 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ａ ， １ １ ０ ｂ ， １ １ ０ ｃ ， １ １ ０ ｄ ） が 第 １ 集 積 回 路 （ １ ０ ４
ａ ） 上 に お い て 第 １ 電 気 コ ン タ ク ト 部 （ １ １ ２ ａ ， １ １ ２ ｂ ， １ １ ２ ｃ ， １ １ ２ ｄ ） に 電
気 的 に 結 合 し 、 前 記 第 １ 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ａ ， １ １ ０ ｂ ， １ １ ０ ｃ ， １ １ ０ ｄ ） が 、 第
１ 導 電 性 リ ー ド 部 （ １ １ ３ ） お よ び 第 １ 蛇 行 形 状 ヒ ュ ー ズ 部 （ ３ ０ ０ ） を 含 み 、 前 記 第 １
蛇 行 形 状 ヒ ュ ー ズ 部 （ ３ ０ ０ ） が 前 記 第 １ 導 電 性 リ ー ド 部 （ １ １ ３ ） と 前 記 第 １ 電 気 コ ン
タ ク ト 部 （ １ １ ２ ａ ， １ １ ２ ｂ ， １ １ ２ ｃ ， １ １ ２ ｄ ） と の 間 に 位 置 し ；
　 第 ２ 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ａ ， １ １ ０ ｂ ， １ １ ０ ｃ ， １ １ ０ ｄ ） が 第 １ 集 積 回 路 （ １ ０ ４
ａ ） 上 に お い て 第 ２ 電 気 コ ン タ ク ト 部 （ １ １ ２ ａ ， １ １ ２ ｂ ， １ １ ２ ｃ ， １ １ ２ ｄ ） に 電
気 的 に 結 合 し 、 前 記 第 ２ 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ａ ， １ １ ０ ｂ ， １ １ ０ ｃ ， １ １ ０ ｄ ） が 、 第
２ 導 電 性 リ ー ド 部 （ １ １ ３ ） お よ び 第 ２ 蛇 行 形 状 ヒ ュ ー ズ 部 （ ３ ０ ０ ） を 含 み 、 前 記 第 １
蛇 行 形 状 ヒ ュ ー ズ 部 （ ３ ０ ０ ） お よ び 前 記 第 ２ 蛇 行 形 状 ヒ ュ ー ズ 部 （ ３ ０ ０ ） が 互 い に 隣
接 す る よ う に 形 成 す る 、 段 階 ；
　 前 記 第 １ 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ａ ， １ １ ０ ｂ ， １ １ ０ ｃ ， １ １ ０ ｄ ） を 介 し て 、 前 記 第 １
電 気 コ ン タ ク ト 部 （ １ １ ２ ａ ， １ １ ２ ｂ ， １ １ ２ ｃ ， １ １ ２ ｄ ） に 電 圧 を 印 加 す る 段 階 で
あ っ て 、 前 記 第 １ ヒ ュ ー ズ 部 （ １ ０ ６ ） を 通 過 す る 電 流 量 が 所 定 の ス レ シ ホ ル ド を 超 過 す
る 場 合 、 前 記 第 １ 導 電 性 リ ー ド 部 （ １ １ ３ ） と 前 記 第 １ 電 気 コ ン タ ク ト 部 （ １ １ ２ ａ ， １
１ ２ ｂ ， １ １ ２ ｃ ， １ １ ２ ｄ ） と の 間 に 電 気 的 開 放 を 形 成 す る よ う に 、 前 記 第 １ 蛇 行 形 状
ヒ ュ ー ズ 部 （ ３ ０ ０ ） を 構 成 し 、 前 記 第 １ 導 電 性 リ ー ド 部 （ １ １ ３ ） と 前 記 第 １ 電 気 コ ン
タ ク ト 部 （ １ １ ２ ａ ， １ １ ２ ｂ ， １ １ ２ ｃ ， １ １ ２ ｄ ） と の 間 に 電 気 的 開 放 を 形 成 す る こ
と に 対 応 し て 、 前 記 第 ２ 蛇 行 形 状 ヒ ュ ー ズ 部 （ ３ ０ ０ ） に 電 気 的 開 放 を 生 成 す る 、 段 階 ；
お よ び
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　 前



　 前 記 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ） の 少 な く と も 一 部 を 除 去 す る 段 階 ；
か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 集 積 回 路 （ １ ０ ４ ） の 検 査 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】
　 集 積 回 路 （ １ ０ ４ ） の 検 査 方 法 で あ っ て ：
　 半 導 体 素 子 基 板 （ １ ０ ０ ） 上 に 半 導 体 回 路 （ １ ０ ４ ） を 形 成 す る 段 階 ；
　 前 記 集 積 回 路 （ １ ０ ４ ） 上 に お い て 、 相 互 接 続 部 （ ７ １ ８ ） の 最 上 位 の 上 に 導 電 層 を 形
成 す る 段 階 ；
　 前 記 導 電 層 を パ タ ー ニ ン グ し て 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ） を 形 成 す る 段 階 で あ っ て ：
　 第 １ 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ａ ， １ １ ０ ｂ ， １ １ ０ ｃ ， １ １ ０ ｄ ） が 第 １ 集 積 回 路 （ １ ０ ４
ａ ） 上 に お い て 第 １ 電 気 コ ン タ ク ト 部 （ １ １ ２ ａ ， １ １ ２ ｂ ， １ １ ２ ｃ ， １ １ ２ ｄ ） に 電
気 的 に 結 合 し 、 前 記 第 １ 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ａ ， １ １ ０ ｂ ， １ １ ０ ｃ ， １ １ ０ ｄ ） が 第 １
導 電 性 リ ー ド 部 （ １ １ ３ ） お よ び 第 １ ヒ ュ ー ズ 部 を 含 み 、 前 記 第 １ ヒ ュ ー ズ 部 （ １ ０ ６ ）
が 前 記 第 １ 導 電 性 リ ー ド 部 （ １ １ ３ ） と 前 記 第 １ 電 気 コ ン タ ク ト 部 （ １ １ ２ ａ ， １ １ ２ ｂ
， １ １ ２ ｃ ， １ １ ２ ｄ ） と の 間 に 位 置 し 、 前 記 第 １ 導 電 性 部 材 が 、 前 記 第 １ 電 気 コ ン タ ク
ト 部 （ １ １ ２ ａ ， １ １ ２ ｂ ， １ １ ２ ｃ ， １ １ ２ ｄ ） と 機 能 的 に 同 様 の 第 ２ 集 積 回 路 （ １ ０
４ ） 上 の 第 ２ 電 気 コ ン タ ク ト 部 （ １ １ ２ ａ ， １ １ ２ ｂ ， １ １ ２ ｃ ， １ １ ２ ｄ ） に 電 気 的 に
結 合 し 、 前 記 第 １ 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ａ ， １ １ ０ ｂ ， １ １ ０ ｃ ， １ １ ０ ｄ ） が 第 ２ 導 電 性
リ ー ド 部 （ １ １ ３ ） お よ び 第 ２ ヒ ュ ー ズ 部 （ １ ０ ６ ） を 含 み 、 該 第 ２ ヒ ュ ー ズ 部 （ １ ０ ６
） が 、 前 記 第 ２ 導 電 性 リ ー ド 部 （ １ １ ３ ） と 前 記 第 ２ 電 気 コ ン タ ク ト 部 （ １ １ ２ ａ ， １ １
２ ｂ ， １ １ ２ ｃ ， １ １ ２ ｄ ） と の 間 に 位 置 す る よ う に 、 前 記 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ） を 形 成
す る 段 階 ；
　 前 記 半 導 体 素 子 基 板 （ １ ０ ０ ） 上 の 前 記 集 積 回 路 （ １ ０ ４ ） の ウ エ ハ ・ レ ベ ル ・ バ ー ン
・ イ ン の 間 、 前 記 第 １ 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ａ ， １ １ ０ ｂ ， １ １ ０ ｃ ， １ １ ０ ｄ ） を 介 し て
、 前 記 第 １ 電 気 コ ン タ ク ト 部 （ １ １ ２ ａ ， １ １ ２ ｂ ， １ １ ２ ｃ ， １ １ ２ ｄ ） お よ び 前 記 第
２ 電 気 コ ン タ ク ト 部 （ １ １ ２ ａ ， １ １ ２ ｂ ， １ １ ２ ｃ ， １ １ ２ ｄ ） に リ セ ッ ト 信 号 ， ク ロ
ッ ク 信 号 ， デ ー タ 入 力 信 号 ， お よ び 電 圧 源 か ら 成 る グ ル ー プ か ら 選 択 し た 電 圧 信 号 を 印 加
す る 段 階 で あ っ て 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ ヒ ュ ー ズ 部 （ １ ０ ６ ） の 少 な く と も 一 方 を 通 過 す
る 電 流 量 が 所 定 の ス レ シ ホ ル ド を 超 過 す る 場 合 、 電 気 的 開 放 を 形 成 す る よ う に 、 前 記 第 １
お よ び 第 ２ ヒ ュ ー ズ 部 （ １ ０ ６ ） の 少 な く と も 一 方 を 構 成 す る 、 段 階 ； お よ び
　 前 記 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ） の 少 な く と も 一 部 を 除 去 す る 段 階 ；
か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 集 積 回 路 （ １ ０ ４ ） の 検 査 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】
　 半 導 体 素 子 で あ っ て ：
　 半 導 体 基 板 （ １ ０ ０ ） ； お よ び
　 前 記 半 導 体 基 板 （ １ ０ ０ ） 上 の 相 互 接 続 （ ７ １ ８ ） の 最 上 位 の 上 に 位 置 す る 複 数 の 導 電
性 部 材 （ １ １ ０ ） で あ っ て 、 前 記 複 数 の 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ） の 少 な く と も １ つ が 、 導 電
性 リ ー ド 部 （ １ １ ３ ） お よ び ヒ ュ ー ズ 構 造 （ １ ０ ６ ） を 含 み 、 該 ヒ ュ ー ズ 構 造 （ １ ０ ６ ）
が 前 記 複 数 の 導 電 性 部 材 （ １ １ ） の 前 記 少 な く と も １ つ と 前 記 集 積 回 路 （ １ ０ ４ ） の 電 気
コ ン タ ク ト 部 （ １ １ ２ ） と の 間 に 位 置 す る 、 複 数 の 導 電 性 部 材 （ １ １ ０ ） ；
と か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 素 子 。
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